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詳細版図3-1. 漁業・養殖業生産統計年報（農林統計）に基づく漁獲量（暦年、棒
グラフ）および沖底の漁獲成績報告書による漁獲量（漁期年、赤折れ線）

漁獲量の長期的変化

沖底



漁獲量の長期的変化

詳細版図7-1. 漁業・養殖業生産統計年報（農林統計）に基づくA海域全体の漁獲量
（棒グラフ）および韓国における漁獲量（折れ線グラフ、いずれも暦年集計）

韓国



漁獲量（ミズガニ、カタガニ、雌）



資源量（ミズガニ、カタガニ、雌）



調査海域図（トロール調査）



サイズ別資源尾数（海域別）

  

雄 雌



海域別の資源量の経年変化

雄

雌



再生産関係



漁獲量曲線とMSYの推定



管理基準値・管理目標



神戸プロット（漁獲圧と親魚量）



漁獲シナリオ（0.8Fmsy）



将来予測（親魚量）



将来予測（漁獲量）



将来予測による目標達成確率



2024年漁期のABC



漁獲管理規則に基づく漁獲圧は現状の漁獲圧の1.55倍となっており、漁獲管理
規則に基づく2024年および2025年の予測漁獲量は2000年以降の最大値を上回る。

資源量はその後減少することが見込まれ、2024年および2025年の予測資源量が
過大であった場合、資源への悪影響が懸念される。

以上の状況を踏まえると、本資源の利用にあたっては漁獲管理規則から算定さ
れるABCに加えて、省令および自主規制などによる資源の保護を遵守した現状の
漁獲圧による管理も今後の安定的な資源利用を図る上では重要である。

現状の漁獲圧では3.5千トン
MSYは3.7千トン

留意事項
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